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概  要 

 

コンピュータは融通の利かない機械の代名詞であったが、何十年間も合格

しなかったチューリングテスト（壁の向こうが人かコンピュータかを見分

ける対話実験）にも合格するようなシステムが出現している。また、Siri

や amazon echo のように、生活の中で実用的に使える人と機械の対話シ

ステムも急速な進歩を遂げつつある。 

人工知能技術を用いて様々なセンサーによって獲得したデータを分析する

ことにより、言葉で機械を動かしたり（自然言語理解）、センサー等で集め

た数値データを分析し、スポーツ実況を自動的に行なったり（自然言語生

成）するような、言葉と数値の変換を人と機械の対話技術として研究開発

を進めている。 

従来技術・ 

競合技術 

との比較 

（優位性） 

従来技術では、「少し寒いなあ。」と機械に語りかけても何も反応がなかっ

た。本技術では、発話された言葉と、その場の状況（部屋の中にいる）や

機械を動作させる数値（暖房温度を２℃上げる）を学習することで、言葉

の内包する意味を理解し、行動につなげることが可能となる。 

本技術の 

有用性 

言葉だけの学習でなく、センサーから得られる状況や機械を動かすための

数値情報を併せて学習することで用途が拡大する。 

関連情報 
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